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特
集
・
つ
な
が
る　
「
南
宮
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
」

日
野
小
学
校
長
　
山や

ま
ぎ
し岸
洋よ

う

こ子

生
き
方
が
変
わ
る
家
庭
学
習

　
◇
「
だ
か
ら
学
ぶ
」　
…
　
学
ぶ
魅
力
は
こ
こ
に
あ
る
！

　
◇
「
自
ら
学
ぶ
」　
…
　
生
活
習
慣
は
全
て
を
支
え
る
！

家
庭
学
習
の
す
す
め

　
ど
の
子
に
も
確
か
な
学
力
を
つ

け
る
こ
と
は
学
校
の
重
要
な
役
割

で
す
。
そ
の
た
め
の
授
業
改
善
は

日
々
の
課
題
で
す
。

　
本
校
で
は
、
魅
力
あ
る
授
業
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
、
「
ワ
ン
エ

キ
ス
授
業
（
ひ
と
味
加
え
た
授

業
）
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
と
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
が

「
自
ら
学
ぶ
姿
勢
」
を
育
て
る
た

め
に
、
「
家
庭
学
習
」
は
大
き
な

テ
ー
マ
で
あ
る
と
考
え
、
昨
年
度

「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
学
年
と
し
て
付
け
た

い
力
や
担
任
が
家
庭
学
習
と
し
て

課
し
て
い
く
内
容
、
支
援
い
た
だ

き
た
い
こ
と
や
生
活
で
心
が
け
た

い
こ
と
、
さ
ら
に
は
自
分
を
高
め

る
自
主
学
習
内
容
な
ど
を
盛
り
込

み
、
保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

家
庭
学
習
で
つ
け
た
い
力

　
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
高
校
生

の
４５
㌫
は
家
庭
学
習
を
や
ら
な
い

と
か
、
小
中
学
生
の
量
を
こ
な
す

だ
け
の
学
び
の
あ
り
方
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
「
な
ぜ
家
庭
学
習
な
の

か
」
そ
の
原
点
に
立
ち
還
っ
た
と

き
、
自
ら
求
め
、
学
ぶ
姿
勢
づ
く

り
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で

す
。

　
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
は
学
び

の
魅
力
に
つ
な
が
り
、
困
難
を
乗

り
越
え
る
「
生
き
る
力
」
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
基
礎
は
「
生
活
習
慣
の
確

立
」
と
「
学
び
方
を
知
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
決
ま
っ
た
時
間
に

決
ま
っ
た
場
所
で
自
分
と
向
き
合

う
。
何
を
学
び
た
い
か
は
授
業
と

リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
。
そ
ん
な
サ

イ
ク
ル
の
確
立
を
願
っ
て
い
ま

す
。

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

　
第
１
回
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
『
生

活
習
慣
』
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　
「
筆
入
れ
の
中
の
無
駄
な
物
は

な
く
し
た
」「
テ
レ
ビ
を
消
し
宿
題

の
時
間
と
自
主
学
習
の
時
間
を
つ

く
っ
た
」な
ど
の
姿
が
見
え
て
き

た
こ
と
に
、
手
引
き
作
成
の
成
果

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
寝
る
前
に
必
ず
音
読

の
習
慣
が
つ
き
、
家
族
全
員
が
聴

き
役
に
な
っ
て
い
る
」「
ロ
ー
マ
字

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
一
緒

に
し
て
い
る
」「
テ
ス
ト
の
見
返
し

を
親
子
で
や
っ
て
い
る
」な
ど
、

家
族
の
応
援
団
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
や
が
て
は

「
自
力
で
学
ぶ
力
」が
育
っ
て
欲

し
い
と
願
い
、「
学
び
の
種
ま
き
」

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ご
家
庭

が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
に
有
り
難

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

家庭学習の手引き（抜粋）

ノートが整理されていると頭の中も整理されます
　○良さを見つけてほめてください
　○具体的なアドバイスをしてください
　○間違えは一緒に考えたり調べたりする
お子さんと一緒に音読を…
　○対面でなく横並びで一緒に音読を
　○アクセントや漢字の読みの訂正を
　○音読カードのコメントにイラストを入れてみては？
一緒に楽しむ調べ学習
　○保護者の皆さんの得意分野を活かしては？
　○世界地図や辞書を使って国調べ
　○休日に図書館、博物館に出掛けては？
テスト、プリントはどこでつまずいているか見てください
　○点数でなく「どこで間違えたか」見てください
　○頑張っている面、伸びている面を見てください

学習は、必ずテレビを消して！！！
　同じ時間・同じ場所で
　机の上を整えて
テレビとゲームは合わせて２時間以内
　１年間の授業時間は約５００時間
　１日2時間のテレビは年間７３０時間？
筆箱の中身は…
　○削った鉛筆　５本
　○消しゴム
　○ネームペン　　※これだけあれば充分
日本地図や辞書を身近に置こう
　四文字熟語カレンダーを貼るのもＯＫ
子どもの作品を大切にしてあげましょう。次へ
の意欲が高まります。

ご家庭ではこんな支援をお願いします 生活の中で心掛けたいこと

水泳で丈夫な心と体をつくろう
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学校じまん 永田小学校

（校章のいわれ）　昭和２３年に、当時の教員の図案が
採用され、制定されたものです。山は斑尾山を、鳩は平
和を、竹の葉は斑尾山のふもとに広がる山や田の緑を
表したものです。

ふ
る
さ
と
に
ふ
れ
て

あ
り
が
た
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

地
域
の
底
力

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
は
、
草
刈
り
作
業

２
回
、
資
源
回
収
２
回
、
冬
囲
い

作
業
１
回
の
年
５
回
の
活
動
が
あ

り
ま
す
。
ど
れ
も
参
加
者
は
、
ほ

ぼ
全
員
で
す
。

　
草
刈
り
活
動
と
な
る
と
、
広
大

な
敷
地
内
を
、
草
刈
り
部
隊
と
称

す
る
数
十
人
の
お
父
さ
ん
方
が
一

斉
に
刈
り
出
す
光
景
は
、
迫
力
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
校
庭
遊
具
づ
く
り
な

ど
、
毎
年
行
わ
れ
る
理
事
の
皆
さ

ん
の
活
動
に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

バ
ッ
ク
ホ
ー
や
ダ
ン
プ
カ
ー
を

使
っ
て
の
作
業
は
、
プ
ロ
並
み
で

す
。
全
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
と
い
う
無
償
奉
仕
作
業
で

す
。

　
地
域
の
方
々
に
は
、
何
か
に
つ

け
て
、
地
域
に
帰
っ
た
子
ど
も
た

ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
は
、
地
域
の
宝
・
大
事

な
存
在
と
と
ら
え
、
親
身
に
な
っ

て
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て

１０ 月 ９月 ８月
２
日　

教
育
委
員
に
よ
る
学
校

　
　
　

訪
問　
（
高
丘
・
長
丘
小
）

９
日　

教
育
委
員
に
よ
る
学
校

　
　
　

訪
問　
（
豊
井
・
永
田
小
）

１０
日　

第
３
回
中
野
市
教
頭
会

１７
日　

教
育
課
程
研
究
協
議
会

１９
日　

第
５６
回
長
野
県
市
町
村
教

　
　
　

育
委
員
会
連
絡
協
議
会
研

　
　
　

修
総
会　
　
　
（
小
諸
市
）

22
日　

教
育
委
員
に
よ
る
学
校

　
　
　

訪
問　
　
　
　
（
南
宮
中
）

2３
日　

教
育
委
員
に
よ
る
学
校

　
　
　

訪
問　
　
　
　
（
豊
田
中
）

2５
日　

子
ど
も
議
会

2６
日　

教
育
委
員
に
よ
る
学
校

　
　
　

訪
問　
　
　
　
（
高
社
中
）

下
旬　

定
例
教
育
委
員
会

15
日
～
１０
月
６
日　

運
動
会
参
観

　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
小
学
校
）

１９
日　

第
４
回
中
野
市
校
長
会

28
日
～
2９
日　

文
化
祭
参
観　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
中
学
校
）

下
旬　

定
例
教
育
委
員
会

２
日
～
24
日　

通
学
路
合
同
点
検

　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
小
学
校
）

８
日　

Ａ
Ｅ
Ｔ
２
名
委
嘱
式

2３
日　

定
例
教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
の
主
な
活
動

　
永
田
小
学
校
は
、
唱
歌
「
故

郷
」
の
作
詞
を
し
た
高
野
辰
之
先

生
の
母
校
で
す
。

　
昭
和
５１
年
か
ら
、
故
郷
の
自
然

や
人
々
の
暮
ら
し
を
大
切
に
し
よ

う
と
「
故
郷
学
習
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
始
ま

る
以
前
か
ら
、
地
域
と
の
交
流
を

中
心
と
し
た
体
験
的
な
学
習
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
伝
統
が
今
も
受
け
継
が
れ

て
お
り
、
全
学
年
が
地
域
に
出

て
、
学
年
に
応
じ
た
学
習
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
４
年
生
が
第
二
校
歌

「
故
郷
」
を
作
詞
し
た
高
野
辰
之

先
生
の
生
き
方
に
触
れ
る
学
習
を

を
行
い
、
生
ま
れ
育
っ
た
「
永
田

の
地
」
を
想
う
気
持
ち
を
さ
ら
に

高
め
て
い
ま
す
。

　
６
月
の
祖
父
母
参
観
で
は
、
１

年
生
と
６
年
生
の
歌
声
を
聴
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
１
年
生
は
「
校
歌
」
を
、
６
年

生
は
「
お
ぼ
ろ
月
夜
」
を
歌
い
ま

し
た
。

　
聴
い
て
い
た
祖
父
母
の
方
々

は
、
一
緒
に
口
ず
さ
ん
だ
り
、
涙

を
流
さ
れ
た
り
し
、
子
ど
も
た
ち

に
温
か
な
拍
手
と
声
援
を
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
発
表
し
た
子
ど
も
た
ち
も
、
と

て
も
う
れ
し
そ
う
な
顔
で
応
え
て

い
ま
し
た
。

▲６月３日に行われた草刈り活動

▲６月６日に行われた祖父母参観


